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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、多様な細胞型におけるカルシウム依存性シグナル伝達に関与するホスファターゼであるカルシニューリンに結合するサルコメアタンパク質ファミリーに属します。これらのファミリーメンバーは、心筋細胞および骨格筋細胞のサルコメアのZ線でカルシニューリンをαアクチニンに繋ぎ止めるため、カルシニューリンシグナル伝達に重要です。この遺伝子の変異は、遺伝性心疾患である家族性肥大性心筋症16型を引き起こします。[RefSeq提供、2011年8月]、機能：ミオゼニンは、αアクチニン、γフィラミン、TCAP/テレトニン、LDB3/ZASPなどのZディスクタンパク質を結合し、カルシニューリンシグナル伝達をサルコメアに局在させる細胞内結合タンパク質として機能すると考えられます。カルシニューリンシグナル伝達の調節に重要な役割を果たします。筋原線維形成に関与する可能性がある。,類似性：ミオゼニンファミリーに属する。,細胞内局在：心臓および骨格筋のZ線においてACTN1およびPPP3CAと共局在する。,サブユニット：C末端を介してACTN2のスペクトリンリピート3および4と相互作用する。ATCN1、LDB3、MYOT、およびPPP3CAと相互作用する。,組織特異性：心臓および骨格筋に特異的に発現する。,
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	500倍希釈の抗体を用いたhepg2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000倍希釈した。

